
吉
田
議
員

国
の
一
次
補
正
に
よ
る

県
下
各
自
治
体
の
臨
時
交

付
金
の
活
用
状
況
を
調
べ

る
と
、
野
迫
川
村
の
全
村

民
、
下
市
町
の
全
町
民
へ

の
マ
ス
ク
の
配
布
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
へ
の
学
校
給

食
の
無
償
化
で
は
、
奈
良

市
と
香
芝
市
が
２
ケ
月
間
、

御
所
市
、
五
條
市
、
高
取

町
、
広
陵
町
は
今
年
度
分

の
無
償
化
を
お
こ
な
う
と

さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
憲
法
に
は
、

「
す
べ
て
国
民
は
」
と
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
対
策
は
す
べ
て
の
国
民

が
、
等
し
く
受
け
る
取
り

組
み
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
は
今
回
の
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考

え
で
組
ま
れ
た
の
か
尋
ね

た
い
。

松
井
市
長

ま
ず
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
感
染
予
防
対
策
、
市

民
生
活
へ
の
支
援
、
事
業

者
へ
の
支
援
と
い
っ
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
て
お
ら
れ

る
医
療
従
事
者
を
初
め
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
市
民

を
支
え
る
事
業
を
中
心
に

取
り
ま
と
め
を
お
こ
な
っ

た
。

吉
田
議
員

桜
井
市
で
も
子
育
て
世

代
の
経
済
的
な
支
援
策
と

し
て
、
学
校
給
食
の
無
償

化
を
２
ケ
月
程
度
実
施
す

れ
ば
ど
う
か
教
育
長
に
尋

ね
た
い
。

上
田
教
育
長

給
食
費
の
補
助
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
生
活

困
窮
世
帯
、
低
所
得
者
世

帯
に
対
す
る
支
援
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

吉
田
議
員

も
う
１
点
は
市
指
定
可

燃
ご
み
袋
の
無
償
配
布
を

お
こ
な
っ
て
は
ど
う
か
。

広
陵
町
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

生
活
支
援
事
業
と
し
て
、

家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
と
い

う
目
的
で
、
全
世
帯
に
ご

み
袋
引
換
券
の
配
布
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

桜
井
市
の
ゴ
ミ
袋
は
単

価
は
安
い
が
価
格
は
高
い
。

桜
井
市
で
も
実
施
し
て
は

ど
う
か
市
長
に
尋
ね
た
い
。

松
井
市
長

ご
み
袋
も
生
活
必
需
品

一
つ
と
考
え
る
が
、
桜
井

市
サ
ポ
ー
ト
商
品
券
の
全

戸
配
布
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
そ
ち
ら
の
方
で
使
っ

て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
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ご
あ
い
さ
つ

６
月
定
例
議
会
が
６
月

10
日
か
ら
29
日
ま
で
の
20

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
が
、
一
般
質
問
は
、

非
公
開
と
な
り
ま
し
た
。

吉
田
た
だ
お
議
員
は
、

６
月
11
日
の
一
般
質
問
で

は
、
①
コ
ロ
ナ
対
策
②
公

立
公
的
病
院
の
統
合
・
再

編
と
地
域
医
療
に
つ
い
て

松
井
市
長
を
質
し
ま
し

た
だ

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
住
居
・
就
労
給
付
金
、

国
保
税
（
料
）
介
護
保
険

料
減
免
等
に
つ
い
て
市
の

対
応
を
質
し
ま
し
た
。

２億４千９百万円活用の重点施策は？

学
校
給
食
の
無
償
化
と
市
指
定
ゴ
ミ
袋

の
無
料
配
布
を

吉
田
議
員

民
生
費
に
住
居
確
保

給
付
金
に
係
る
追
加
所

要
額
と
し
て
504

万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

何
を
目
的
と
し
た
給
付

金
か
。

井
上
福
祉
保
健
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
離

職
、
自
営
業
の
廃
止
、

就
労
機
会
の
減
少
に
よ

り
、
住
居
を
喪
失
（
失

う
）
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
に
対
し
て
、
家
賃

相
当
額
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
住
居
と
就

労
の
確
保
に
向
け
た
支

援
で
あ
る
。

吉
田
議
員

給
付
金
を
受
け
る
該

当
者
が
多
く
て
、
予
算

額
を
上
回
る
場
合
は
、

再
度
、
補
正
予
算
を
組

む
の
か
。

井
上
福
祉
保
健
部
長

考
え
て
い
き
た
い
。

総
務
委
員
会
で

の
吉
田
議
員
の

質
問
概
要

市
民
を
支
え
る
事
業

を
中
心
に
交
付
し
た

家
賃
相
当
額
を
支
援

す
る

コロナ
対策

全
市
民
に
マ
ス
ク

配
布
や
学
校
給
食

費
を
無
料
に
し
た

自
治
体
も
あ
る
が

準
要
保
護
世
帯
の

給
食
費
を
支
援

サ
ポ
ー
ト
商
品
券
の

活
用
を



吉
田
議
員

市
長
は
、
私
の
３
月
定

例
議
会
の
質
問
に
対
し
て
、

『
済
生
会
中
和
病
院
院
長

か
ら
、
「
今
年
度
の
東
和

地
域
調
整
会
議
（
２
月
13

日
）
で
医
療
機
関
の
統
廃

合
あ
り
き
で
は
な
く
、
今

後
、
必
要
と
な
る
医
療
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
具
体

的
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
聞

い
て
い
る
』
と
答
弁
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
再
編
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
掌
握
さ

れ
て
い
る
か
。
私
は
地
域

構
想
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
の
介
入
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
自
主
的
に
地
域
で

決
め
て
い
く
こ
と
だ
と
考

え
る
が
。

松
井
市
長

３
月
議
会
で
の
答
弁
に

変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
、

県
の
担
当
課
に
確
認
を
し

た
。
国
の
リ
ス
ト
の
撤
回

で
は
な
く
、
今
後
も
、
国

や
県
、
病
院
同
士
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
医
療

の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
本

市
の
医
療
体
制
を
充
実
し

て
い
き
た
い
。

吉
田
議
員

加
藤
厚
生
労
働
大
臣
は

３
日
の
記
者
会
見
で
、

「
当
初
、
９
月
ま
で
の
再

編
・
統
合
に
つ
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
中
核
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
結
論
の

先
送
り
と
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
医
療
構
想
を
考
え

る
場
合
、
感
染
症
の
対
策

を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
し
た
が
、
市
長
は

こ
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な

見
解
を
も
っ
て
い
る
か
尋

ね
た
い
。

松
井
市
長

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療

を
考
え
る
う
え
で
、
平
時

に
お
け
る
急
性
期
、
回
復

期
、
慢
性
期
な
ど
の
医
療

機
能
の
分
化
や
、
連
携
、

集
約
化
の
議
論
と
と
も
に
、

今
回
の
よ
う
な
感
染
症
に

お
け
る
感
染
拡
大
予
防
策

を
講
じ
た
う
え
で
病
床
確

保
の
議
論
は
必
要
と
考
え

る
。

吉
田
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
で

医
療
機
関
の
経
営
は
危
機

的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

感
染
患
者
を
受
け
入
れ
て

い
る
医
療
機
関
で
は
、
防

護
の
た
め
の
資
材
の
負
担

に
加
え
て
ベ
ッ
ド
と
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
、
病
床
利
用
率

の
低
下
、
ま
た
、
感
染
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
な
い

一
般
病
院
や
診
療
所
で
も
、

受
診
抑
制
に
よ
る
減
収
に

苦
し
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
財
政
的
な
支

援
を
国
に
要
望
し
て
は
ど

う
か
。

松
井
市
長

市
内
の
医
療
機
関
の
状

況
も
確
認
し
な
が
ら
必
要

な
場
合
は
、
奈
良
県
市
長

会
を
通
じ
て
支
援
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。
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地
域
医
療
の
あ
り
方
は

地
域
で
決
め
る
べ
き

リ
ス
ト
撤
回
で
は
な

く
、
国
・
県
・
病
院

同
士
の
連
携
密
で

感
染
症
の
予
防
対
策
と
病
床
確
保
の
議

論
は
必
要

市
と
し
て
医
療
機
関

へ
の
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
と

も
な
う
政
府
の
「
緊
急

経
済
対
策
」
に
、
収
入

が
減
少
し
た
世
帯
へ
の

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

と
介
護
保
険
料
の
「
免

除
等
を
お
こ
な
う
」
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
６

月
議
会
で
国
保
税
、
介

護
保
険
料
の
減
免
に
対

す
る
条
例
の
改
正
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
は
、

世
帯
の
主
な
生
計
維
持

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
で
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
状
態
、
も
し
く
は
事

業
収
入
が
減
少
し
た
世

帯
の
場
合
な
ど
で
す
。

（
窓
口
は
市
役
所
保
険

医
療
課
と
高
齢
福
祉
課
）

経
済
が
急
速
に
冷
え

込
む
な
か
、
緊
急
減
免

を
求
め
る
日
本
共
産
党

と
市
民
の
運
動
が
結
ん

だ
成
果
で
す
。

６
月
19
日
、
毎
年
の

平
和
行
進
に
代
え
て
、

桜
井
駅
前
で
ア
ピ
ー
ル

を
し
ま
し
た
。

世
界
中
で
50
カ
国
が

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

を
批
准
す
れ
ば
条
約
は

効
力
を
発
揮
し
ま
す
。

7
月
7
日
に
フ
ィ
ジ
ー

が
批
准
し
、
批
准
国
は

39
カ
国
に
な
り
ま
し
た
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
1
日
も
早
く
批
准

す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
写
真
は
核
兵
器
廃
絶
の
ア
ピ
ー

ル
す
る
吉
田
た
だ
お
議
員
）

コ
ロ
ナ
禍
で
、
収
入
が
減
少
し
た

世
帯
の
国
保
料
（
税
）
や
介
護
保

険
料
は
「
免
除
等
」
に
な
り
ま
す

国は「コロナ対策でも中核的役割果たす」と結論を先送り

市
民
の

要
求
実
る

駅前でアピール
「核兵器のない世界にしよう」

コ
ロ
ナ
状
況
把
握
シ
ス
テ
ム
に

登
録
し
た
922
病
院
中
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